
そこには鎮魂の祈り、未来への希望、そして「いのちをつなげたい」という願いが込められています。いまはまだ
小さな苗木ですが、二〇年もすれば、あらゆるいのちを守ってくれる立派な森に育つでしょう。その時のために、
この地にまつわる「いのちのドラマ」を書き記しておきたいと思います。(プロローグより) 

井口経明（いぐちつねあき／前宮城県岩沼市長） 
 
一九四五年一二月生まれ。宮城教育大卒。学習塾経営から一九七一年に二五歳
で岩沼市議に初当選。連続七期の間に市社会福祉協議会長を七年余り務め、市
議会議長を経て、一九九八年に市長に初当選。四期一六年を務めた。二〇一二年
から一年間、全国市長会副会長。二〇一四年六月、任期満了で退任。現在は東北
福祉大学客員教授、千年希望の丘協会会長を務める。 
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「鎮守の森」にかけた東北被災地復興 

前宮城県岩沼市長 井口経明 著 

 

本書は、いち早く復興への道筋をつけた 

震災復興トップランナーの記録であると同時に、
宮城県岩沼市に「いのちを守る森」をつくるために

奔走した一人の男の戦いの記録である。 
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